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研究成果の概要（和文）：(1)Effects of Players’ Asymmetry on a Network Formation：本研

究ではネットワーク形成問題にプレイヤーの非対称性を導入し，理論分析とシミュレーション

分析を行った．とくに，リンクの価値関数の凸性や凹性とネットワークの効率性，安定性との

あいだの関係を明らかにした．(2)Delegating the Decision-Making Authority to Terminate a 

Sequential Project：本研究は企業内ネットワークにおける権限配分についての研究である．

とくに，通時的な投資を伴うようなプロジェクトを，収益性に応じて途中でストップすべきか

どうかに依存して，最適な権限配分が異なることを明らかにしている． 

 

研究成果の概要（英文）：(1) In the article “Effects of Players’ Asymmetry on a Network 

Formation”，we introduce players’ asymmetry into the network formation problem. Based 

on both theoretical and simulation based analyses, we study the effects of concavity and 

convexity of link value functions on the efficiency and stability of networks.  (2) In 

the article “Delegating the Decision-Making Authority to Terminate a Sequential 

Project”, we considers the optimal allocation of decision-making authority within firm 

network, when a project requires two-stage sequential investments to be made by different 

agents.  

The optimal structure is determined by whether the stopping opportunity is important or 

not.   
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１． 研究開始当初の背景 
現代の社会や経済のさまざまな局面で経
済主体が一対一のペア間で協力関係（リン
ク）を作り，結果として協力関係のネットワ
ークを形成していくことがある．例えば，研
究者間の共同プロジェクト，企業間の研究開
発，国際間のＦＴＡなど挙げることができる．
また婚姻による親族結成，電話，メールによ
る情報通信網の形成なども同種の現象とみ
なされる．さらには，契約や協力関係の束と
してとらえれば企業も，取引関係の束として
とらえれば市場もまた上記の意味でネット
ワークであると言える．このようにネットワ
ークは経済における主要な地位を占めてお
り，とくに重要な問題意識としては個別のイ
ンセンティブに基づいて形成されたネット
ワークが果たして効率的なのか，という点が
まず挙げられる．加えて，ネットワークをベ
ースにしてとらえることができる現象，たと
えば情報の共有や伝播，市場を通じた金融危
機の伝播などを分析するためにもネットワ
ークそのものに対する詳細な分析を欠かす
ことができない． 
Jackson and Wolinsky(1996)を嚆矢とし，
さまざまな視点からの個々の主体のインセ
ンティブに基づき社会・経済ネットワークの
形成を説明し，結果を評価する研究が多くの
理論的成果をもたらしてきた．それらの成果
は Jackson(2008)や Goyal(2008)などにまと
められており，本研究もその系譜に連なるも
のである． 
 
２． 研究の目的 
現代の社会や経済のさまざまな局面で経
済主体が一対一のペア間で協力関係（リン
ク）を作り，結果として協力関係のネットワ
ークを形成していくことがある．例えば，研
究者間の共同プロジェクト，企業間の研究開
発，国際間のＦＴＡなど挙げることができる．
経済主体のペアがリンクを形成するインセ
ンティブはリンクやネットワークへの参加
によって得られる利得とリンクの形成と維
持に伴う費用の２つに依存する． 
これらの基本的な考え方をベースに，リン
クの価値が直接的なコネクションだけでは
なく，間接的なコネクションにも依存するケ
ースの分析を行う．こうした分析により，例
えば研究開発に伴うスピルオーバーが存在
する場合における安定的な研究開発ネット
ワークと効率的なネットワークとの間の関
係を分析することが可能となる．特に費用を
明示的に取り入れ，リンク形成の費用がその

数に比例するようないくつかの具体的モデ
ル（ゲーム）において，安定的なネットワー
クと効率的ネットワークの形状について分
析する．それはまたリンク形成の費用の変化
がそれらの形成に及ぼす効果について考察
することになる．これらの分析により，例え
ば企業間の共同研究開発の場合には，支配的
な企業が出現するのか，それとも各企業が対
称的に振る舞うのか，情報伝達ネットワーク
ではオピニオンリーダーが出現するのかと
いった興味深い研究が可能となる． 
さらに，企業をネットワークとしてとらえ
たとき，企業内組織における情報伝達ネット
ワークの分析や権限配分の構造のあり方を
分析することで，インセンティブの相違を効
果的に調整するような企業組織ネットワー
クを分析する． 
また，最近プラットフォームを中心とした
多面的なネットワークを通じた取引が注目
されている．プラットフォームは自身のネッ
トワークを価格・非価格戦略を通じてコント
ロールすることが可能であるが，多面的なネ
ットワーク間に生じる外部性を内部化する
戦略の分析を行う． 
 
３． 研究の方法 
具体的な問題を設定し，理論研究をはじめ
に行う．研究は国内外の研究者と共同で行い，
とくに，連携研究者の協力を得てナットワー
クのシミュレーション分析に発展させる．さ
らに応用的な研究として，企業間の共同研究
開発，電気通信の相互接続など，より具体的
な状況を想定した分析を行い，厚生分析を通
じて現実の評価とあるべきネットワークに
ついて分析する． 
また，企業内ネットワークとプラットフォ
ームについては，理論的な分析に焦点あてる． 
 
４．研究成果 
(1) Effects of Players’ Asymmetry on a 
Network Formation． 
企業間の共同研究開発，国家間のＦＴＡ，

電気通信の相互接続など，相互のリンクを形

成する個別のインセンティブと，結果として

実現するネットワーク性質を調べることが研

究の目的である． 

これまで，プレイヤーが対称的なケースに

焦点を当てて分析を行い，ネットワークの対

安定性と効率性との関連を調べる上で，リン

クの価値関数の凸性，凹性が重要であること

を明らかにした．本研究では，より現実的な

状況としてプレイヤーの貢献が非対称である



 

 

ような状況を想定し，直接的なリンク形成に

基づくネットワークの最適性と対安定性との

あいだの関係を，シミュレーションをベース

に分析した． 

モデルにおいて，各プレイヤーのネットワ

ークに対する貢献（価値関数）は他プレイヤ

ーとのリンクによって決定され，具体的には

マイヤーソン値を獲得する．そして，プレイ

ヤーの非対称性を導入する． 

本研究では次のような主要な結論を得た．

（i）価値関数の凸性を想定した場合，プレイ

ヤーの非対称性はネットワークの対安定性や

効率性に対して対称的な場合と比較して影響

を及ぼさない．（ii）価値関数の凹性を想定

した場合，対安定的なネットワークと効率的

なネットワークの乖離がプレイヤーの非対称

性によって大きくなることが分かった．この

ことから，自発的なネットワーク形成に対す

る政策的介入のあり方を検討することができ

る． 

本研究は玉田，川又に加え，連携研究者の

山方竜二氏との共同研究であり，研究成果の

一部は山方（2011）にまとめられている．ま

た，すでに海外査読誌に投稿済みである． 
 
(2) Delegating the Decision-Making 

Authority to Terminate a Sequential 

Project． 

企業内ネットワークの中でも，本研究は企

業内の権限配分の構造を分析している．とく

に複数の連続的な投資が必要なプロジェクト

について，プロジェクトの継続を決定する権

限をどの主体に与えることが望ましいかを分

析している． 

もし，初期の投資の結果が失敗であったな

らば，最終的な失敗を避けるためにプリンシ

パルはプロジェクトを中止したいと考えるか

もしれない．けれども，投資の成果はエージ

ェントにとっての私的情報であると考えられ

る，このとき，投資の継続についての意志決

定権をプリンシパルは自身で保有するか，投

資を行うエージェントのいずれかに委譲する

ことができるとする．主体が自身のキャリア

について関心を持つとき，初期の投資をおこ

なうエージェントはプロジェクトをストップ

するインセンティブを持たないが，後期に投

資をおこなうエージェントは自発的にストッ

プし，したがって情報を自発的に顕示するイ

ンセンティブを持ち得る． 

本研究では以下の主要な結論を得た．（i

）キャリアに対する関心が弱いならば，プリ

ンシパルは意志決定権を保有し続けるべきで

ある．（ii）プロジェクトの状況がよくない

ときにはストップすることが目的ならば，後

で投資を行う主体に権限を与えるべきである

．（iii）プロジェクトを常に継続することが

目的ならば先に投資を行う主体に権限を与え

ることが効率的である．本研究は玉田と

Tsung-Sheng Tsai氏（National Taiwan 

University）との共同研究であり，すでに海

外査読誌に投稿済みである． 

 

(3) 

現在進行中のプロジェクトとしては，両面

性市場とプラットフォームの分析への応用で

ある．例えば，パソコンのOSはOSとコンテ
ンツ，またはOSとユーザーがリンクを結ぶこ
とでネットワークを形成している．また，ユ

ーザー間，コンテンツのプロバイダー間，そ

してユーザーとプロバイダーとのあいだに直

接・間接のネットワーク外部性が生じている

． 
リンク形成のインセンティブはOSのよう
なプラットフォームの価格・非価格戦略に依

存しており，プラットフォームの提供者がネ

ットワーク外部性をコントロールしながらど

のようなインセンティブを与え，またどのよ

うなネットワークが実現するのかについて分

析した． 
また，モバイル産業については現実の状況

からスタートして，それをこれまでに行われ

てきた研究を基礎として，主に現状把握と効

率性の評価，提言を中心とした理論的な分析

をおこなっており， その成果は川濱・玉田・
大橋（2010）にまとめられている． 
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